
【１日目講師 朝倉氏】 

【２日目講師 北原氏】 

 
 

  

先
日
、
教
区
御
遠
忌
検
討
委
員
会
の
基
本
構
想
に
関

す
る
答
申
を
受
け
、
事
務
局
原
案
の
教
区
御
遠
忌
実
行

委
員
会
及
び
特
別
会
計
の
諸
規
則
並
び
に
予
算
に
つ
い

て
教
区
会
、
教
区
門
徒
会
、
院
議
会
で
審
議
、
承
認
さ

れ
ま
し
て
、
愈
々
教
区
御
遠
忌
に
向
け
た
本
格
的
な
歩

み
が
始
ま
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
折
、
標
題
の

原
稿
を
依
頼
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
別
院
で
厳
修
さ
れ
る

法
要
に
対
す
る
私
の
思
い
の
一
端
を
述
べ
た
い
と
思
い

ま
す
。 

 

基
本
構
想
で
の
法
要
内
容
は
、
法
要
重
視
（
正
式
な

儀
式
）
を
と
い
う
こ
と
で
、
音
楽
法
要
に
は
少
し
も
触

れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
こ
の
度
の
御
遠
忌
で
最
低
一
座
は

音
楽
法
要
で
厳
修
し
て
欲
し
い
も
の
で
す
。 

 

と
い
う
の
は
、
以
前
か
ら
ご
門
徒
と
共
に
一
度
は
音

楽
法
要
に
お
参
り
し
た
い
と
、
ず
っ
と
思
っ
て
お
り
ま

し
た
。
そ
れ
が
昨
年
の
本
山
御
遠
忌
団
参
で
、
二
十
六

日
お
逮
夜
、
音
楽
法
要
が
割
り
振
ら
れ
、
ま
た
と
な
い

ご
縁
と
ご
門
徒
共
々
、
非
常
に
楽
し
み
に
し
て
い
ま
し

た
が
残
念
な
が
ら
中
止
、
当
局
の
こ
の
決
断
に
は
、
震

災
直
後
の
宗
祖
御
誕
生
会
を
い
つ
も
ど
お
り
音
楽
法
要

で
行
な
い
、片
や
御
遠
忌
で
は
中
止
と
一
貫
性
が
無
く
、

そ
し
て
中
止
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
音
楽
法
要
と
い
う

新
た
な
法
要
形
式
を
歌
舞
音
曲
の
類

と
捉
え
た
の
で
し
ょ
う
か
、
そ
れ
と

も
自
粛
す
べ
き
対
象
の
も
の
と
捉
え

た
の
で
し
ょ
う
か
。
宗
派
で
行
な
っ

て
い
る
儀
式
に
対
し
て
の
自
信
と
誇

り
を
欠
い
て
い
る
と
思
え
て
納
得
出

来
な
い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
意
を
決
し
、
今

年
四
月
の
春
の
法
要
に
お
参
り
し
て
き
ま
し
た
。 

 

エ
レ
ク
ト
ー
ン
奏
楽
に
よ
る
出
仕
、
和
讃
、
念
仏
、

三
帰
依
が
テ
ノ
ー
ル
独
唱
、
混
声
合
唱
で
歌
わ
れ
、
和

訳
正
信
偈
が
同
朋
唱
和
で
と
、
ど
れ
も
感
動
も
の
で
、

新
鮮
か
つ
親
し
み
や
す
い
も
の
で
し
た
。 

 

別
院
の
役
割
の
一
つ
に
は
、
本
山
で
出
来
な
か
っ
た

り
、
や
り
に
く
い
も
の
を
地
元
で
補
う
と
い
う
こ
と
が

あ
る
と
思
い
ま
す
し
、
別
院
が
教
区
内
寺
院
に
対
し
て

伝
統
を
重
ん
じ
る
範
で
あ
り
な
が
ら
、
時
代
に
応
じ
た

こ
れ
か
ら
の
寺
院
の
あ
り
様
を
積
極
的
に
示
し
て
欲
し

い
と
思
い
ま
す
。 

 

そ
う
し
た
意
味
か
ら
、
折
角
新
実
徳
英
先
生
が
七
百

五
十
回
御
遠
忌
を
機
縁
に
新
た
な
音
楽
法
要
曲
を
制
作

し
て
下
さ
い
ま
し
た
が
、
御
正
当
報
恩
講
直
前
で
し
か

披
露
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。
是
非
教
区
宗
祖
親
鸞
聖
人

七
百
五
十
回
御
遠
忌
を
こ
の
曲
で
厳
修
し
て
、
分
か
り

や
す
く
、
馴
染
み
や
す
い
こ
れ
か
ら
の
法
要
と
し
て
次

世
代
の
ご
門
徒
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。 

（
第
十
七
組
妙
音
寺
住
職 
富
樫 

章
雄 

氏
） 

○
次
回
の
「
三
条
別
院
に
想
う
」
は
、 

 

蕪
木
良
吉  

氏
（
第
二
十
四
組
正
念
寺
）
よ
り 

ご
執
筆
い
た
だ
き
ま
す 

■
朝
の
人
生
講
座
が
開
催
さ
れ
ま
し
た 

去
る
八
月
二
十
四
日
～
二
十
七
日
ま
で
、恒
例
の「
三

条
別
院
朝
の
人
生
講
座
・
夏
の
御
文
拝
読
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
朝
の
静
寂
の
中
、
六
時
か
ら
の
晨
朝
の
お

勤
め
後
、
蓮
如
上
人
が
晩
年
に
記
さ
れ
た
「
夏
の
御
文
」

が
輪
番
・
列
座
に
よ
り
拝
読
さ
れ
、
引
き
続
き
教
区
内

で
活
躍
す
る
講
師
陣
に
よ
る
法
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

二
十
四
日
は
、
朝
倉
安
都
子
氏
（
二
十
組
金
寶
寺
）、
二

十
五
日
は
北
原
致
氏
（
十
一
組
西
照
寺
）、
二
十
六
日
は

加
藤
真
人
氏
（
二
十
二
組
善
良
寺
）、
二
十
七
日
は
安
冨

信
哉
氏（
大
谷
大
学
特
別
任
用
教
授
）に
よ
る
講
話
で
、

毎
日
七
十
名
近
い
参
詣
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
四
日
間

の
講
座
で
い
ろ
い
ろ
な
視
点
か
ら
の
講
話
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。 

「
正
坐
西
向
」（『
観
無
量
寿
経
』）
に
つ
い
て
お
話
さ

れ
た
北
原
氏
は
、
ま
だ
時
間
が
あ
る
と
思
っ
て
い
る
と

仏
教
が
聞
け
な
い
、
日
が
西
に
沈
ま
ん
と
す
る
時
、
よ

う
や
く
聞
け
る
と
説
か
れ
ま
し
た
。「
御
こ
ゝ
ろ
を
し
づ

め
、ね
ふ
り
を
さ
ま
し
て
ね
ん
ご
ろ
に
聴
聞
候
へ
」（「
夏

の
御
文
」
三
通
目
）
と
蓮
如
上
人
が
厳
し
く
指
摘
さ
れ

る
よ
う
に
、
我
々
は
浅
い
ま
ど
ろ
み
の
中
に
い
る
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。 

    

 

三三
条条
別別
院院
のの
ごご
案案
内内  

三
条
別
院
に
想
う 

 



【最終日講師 安冨氏】 

【３日目講師 加藤氏】 

    

■
秋
彼
岸
会
、
朝
の
人
生
講
座
の
ご
案
内 

 

本
年
も
左
記
の
と
お
り
秋
彼
岸
会
、
朝
の
人
生
講
座

を
開
催
い
た
し
ま
す
。 

 

清
々
し
い
朝
の
ひ
と
時
を
仏
法
に
触
れ
な
が
ら
三
条

別
院
で
過
ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
。 

◎
人
生
講
座
終
了
後
、
簡
単
な
朝
食
を
お
配
り
い
た
し

ま
す
。 

◇
日 

時 

九
月
二
十
三
日（
日
）～
二
十
五
日（
火
） 

午
前
六
時 

 
 
 
 
 

晨
朝 

人
生
講
座 

午
前
十
時
よ
り 

 
 
 

日
中
法
要 

午
後
一
時
三
十
分
よ
り 

逮
夜
法
要 

詳
細
は
別
紙
案
内
チ
ラ
シ
を
御
覧
く
だ
さ
い
。 

■
御
命
日
（
二
十
八
日
）
の
集
い 

宗
祖
親
鸞
聖
人
の
御
命
日
で
あ
り
ま
す
毎
月
二
十
八

日
に
、「
御
命
日
の
集
い
」
を
本
堂
に
て
、
日
中
法
要
と

法
話
、
そ
の
後
、
座
談
会
の
場
を
開
い
て
お
り
ま
す
。 

ど
な
た
で
も
お
参
り
い
た
だ
け
ま
す
。
皆
様
の
ご
参

詣
を
お
待
ち
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。 

な
お
、
前
日
（
二
十
七
日
）
は
お
逮
夜
法
要
を
、
午

後
一
時
三
十
分
よ
り
お
勤
め
を
し
て
お
り
ま
す
。 

 

【
九
月
二
十
八
日
（
金
）】 

 

午
前
十
時 

 

お
勤
め
（
御
命
日 

日
中
法
要
） 

文
類
偈 

行
四
句
目
下 

 
 
 
 
 
 
 

念
仏
讃 

淘
五 

 
 
 
 
 
 
 

和 

讃 

回
口 

次
第
六
首 

 
 
 
 
 
 
 

回 

向 

願
以
此
功
徳 

◎
今
月
の
法
話
講
師 

 

直
江 

弘
憲 

氏 

（
第
十
八
組 

長
願
寺
） 

◇
今
後
の
講
師
一
覧 

十
月 
 

井
上 

知
法 

氏
（
第
十
三
組 

願
性
寺
） 

十
一
月 

高
田 

正
人 

氏
（
第
二
十
組 

西
養
寺
） 

十
二
月 

北
島 

栄
誠 

氏
（
第
十
一
組 

長
福
寺
） 

 

■
定
例
法
話
会
の
ご
案
内 

 
毎
月
十
三
日
に
は
、「
両
度
の
命
日
」
と
呼
ば
れ
て
い

る
前
門
首
の
ご
命
日
で
す
。
ま
た
、
蓮
如
上
人
も
御
文

の
中
で
、
こ
の
「
両
度
の
命
日
」
に
つ
い
て
お
書
き
に

な
ら
れ
て
い
ま
す
。（
四
帖
目
十
二
通
） 

 

三
条
別
院
の
一
番
古
い
建
造
物
で
あ
る
旧
御
堂
で
仏

法
に
触
れ
る
ひ
と
時
を
味
わ
い
ま
せ
ん
か
。 

 

皆
様
、
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

◇
日 

時 

毎
月
十
三
日 

 
※
八
月
、
一
月
は
除
く 

午
後
一
時
三
十
分
よ
り
（
一
時
間
程
度
） 

◇
場 

所 

三
条
別
院 

旧
御
堂 

 
 
 

九
月
～
十
二
月 

 
 
 
 
 

北
原 

了
義 

氏（
第
十
一
組 
西
照
寺
） 

  

■
別
院
書
道
教
室
の
ご
案
内 

「
地
域
に
開
か
れ
た
別
院
」
を
願
い
と
し
、
そ
の
一
環

と
し
て
別
院
を
会
場
に
書
道
教
室
を
開
催
い
た
し
ま
す
。 

◇
開
催
日 

毎
月
二
回 

◇
時 

間 

十
八
時
三
十
分
～
二
十
時 

◇
対 

象 

大
人
か
ら
子
ど
も
ま
で
、
ど
な
た
で
も
歓

迎
で
す
。 

◇
講 

師 

木
原
光
威
氏
（
新
潟
県
書
道
協
会
理
事
） 

◇
参
加
費 

二
、
〇
〇
〇
円
（
月
謝
） 

詳
細
・
申
込
み
は
既
送
の
案
内
チ
ラ
シ
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。 

■
真
宗
本
廟
御
正
忌
団
体
参
拝
の
ご
案
内 

三
条
別
院
で
は
、
本
年
も
本
山
、
東
本
願
寺
御
正
忌

報
恩
講
の
団
体
参
拝
を
行
い
ま
す
。 

本
山
に
お
参
り
し
た
い
け
れ
ど
、
な
か
な
か
遠
く
機

会
が
な
い
方
や
、
一
人
で
参
拝
す
る
の
が
心
配
と
い
う

方
、
三
条
別
院
の
団
体
参
拝
で
本
山
に
お
参
り
し
ま
せ

ん
か
。 

◇
期
日 

十
一
月
二
十
七
日
～
二
十
九
日 

◇
締
切 

十 

月
三
十
一
日 

詳
細
は
既
送
の
案
内
チ
ラ
シ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

■
三
条
別
院
有
志
の
会
に
つ
い
て 

三
条
別
院
で
は
「
三
条
別
院
有
志
の
会
」
と
い
う
集

い
を
も
ち
、
法
話
や
座
談
会
（
茶
話
会
）
な
ど
、
近
隣

の
方
を
は
じ
め
、
有
縁
の
方
に
お
集
り
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。 

現
在
十
余
名
の
有
志
の
皆
様
に
よ
っ
て
活
動
し
て
お

り
ま
す
が
、「
三
条
別
院
有
志
の
会
」
で
は
、
よ
り
多
く



の
方
に
ご
参
加
賜
り
た
く
、
新
た
な
参
加
者
を
募
っ
て

お
り
ま
す
。
お
気
軽
に
ど
な
た
様
で
も
ご
来
院
く
だ
さ

い
ま
す
よ
う
、
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。
お
問
い
合
わ

せ
は
三
条
別
院
ま
で
。 

■
別
院
奉
仕
研
修
に
つ
い
て 

 

先
達
の
篤
き
御
懇
念
に
よ
っ
て
護
持
さ
れ
て
き
た
三

条
別
院
に
お
越
し
い
た
だ
き
、
そ
の
歴
史
に
触
れ
て
い

た
だ
く
と
と
も
に
、
現
代
の
様
々
な
問
題
を
抱
え
る
私

た
ち
が
、
真
宗
門
徒
と
し
て
親
鸞
聖
人
の
み
教
え
に
出

遇
う
、
そ
の
よ
う
な
奉
仕
研
修
会
を
開
い
て
み
ま
せ
ん

か
。 と

も
に
語
り
合
い
、
人
間
と
し
て
生
き
る
意
味
を
尋

ね
て
い
く
場
と
な
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

○
日
程
及
び
内
容
に
つ
い
て
、
ご
要
望
等
ご
ざ
い
ま
し

た
ら
ご
相
談
承
り
ま
す
。 

○
奉
仕
研
修
会
を
参
加
い
た
だ
く
方
（
団
体
）
の
、
冥

加
金
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。 

         

■
三
条
別
院
非
常
勤
嘱
託
募
集
に
つ
い
て 

全
寺
院
に
既
に
案
内
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
非
常

勤
嘱
託
を
、
引
き
続
き
募
集
い
た
し
ま
す
。
詳
細
・
履

歴
書
に
つ
き
ま
し
て
は
、
当
別
院
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。 

一
、
募
集
人
数 

若
干
人 

二
、
勤
務
先 

真
宗
大
谷
派
三
条
別
院 

三
、
職
種 

列
座
業
務 

四
、
勤
務
時
間 

月
十
五
日
程
度 

平
常
午
前
六
時
か

ら
八
時
ま
で 

諸
法
要
及
び
土
日
祝
日
に
出
勤
の
場
合

（
月
一
回
程
度
）
は
、
そ
の
限
り
で
は
な
い
。 

五
、
応
募
資
格 

①
真
宗
大
谷
派
の
僧
侶 

②
儀
式
・

声
明
を
学
ぶ
意
欲
が
あ
る
方 

六
、
そ
の
他 

定
員
に
な
り
次
第
、
募
集
を
締
め
切
ら

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

◇
◇
編
集
後
記
◇
◇ 

 
昨
年
三
月
十
一
日
に
起
こ
っ
た
東
日
本
大
震
災
後
、

「
人
の
生
き
方
」、「
人
と
人
と
の
絆
」、「
人
と
の
繋
が

り
」
と
い
う
も
の
が
見
直
さ
れ
て
き
て
い
る
よ
う
に
思

え
る
。 

 

当
別
院
で
も
九
月
七
日
に
Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
講
習

会
を
行
う
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
サ

ー
ビ
ス
）
と
い
う
そ
う
だ
が
、「
主
目
的
は
、
人
と
人
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
あ
る
。
友
人
・
知
人
間
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
促
進
す
る
手
段
や
場
、
あ
る

い
は
趣
味
や
嗜
好
、
居
住
地
域
、
出
身
校
、「
友
人
の
友

人
」
と
い
っ
た
自
身
と
直
接
関
係
の
な
い
他
人
と
の
繋

が
り
を
通
じ
て
新
た
な
人
間
関
係
を
構
築
す
る
場
を
提

供
し
て
い
る
」（wikipedia

よ
り
）
の
だ
そ
う
だ
。
こ

れ
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
普
及
し
て
き
た
現
代
、
そ
の

世
界
で
新
し
い
形
で
の
「
繋
が
り
方
」
が
求
め
ら
れ
て

き
て
い
る
の
だ
ろ
う
。 

 

ま
た
、「
人
の
生
き
方｣

、「
人
と
人
と
の
絆
」
に
関
連

し
て
、
日
光
東
照
宮
に
あ
る
徳
川
家
康
の
遺
訓
（
家
康

の
も
の
で
は
な
い
と
い
う
説
も
あ
る
が
）
に
は
こ
う
あ

る
。 

 
 

人
の
一
生
は
重
荷
を
負
う
て
遠
き
道
を
行
く
が
如
し 

 
 

急
ぐ
べ
か
ら
ず
不
自
由
を
常
と
思
え
ば
不
足
な
し 

 
 

心
に
望
み
起
ら
ば
困
窮
し
た
る
時
を
思
い
だ
す
べ
し 

 
 

堪
忍
は
無
事
長
久
の
基
怒
り
は
敵
と
思
え 

 
 

勝
つ
こ
と
ば
か
り
知
り
て
負
く
る
こ
と
を
知
ら
ざ
れ
ば

害
そ
の
身
に
至
る 

 
 

己
を
責
め
て
人
を
責
む
る
な 

こ
れ
は
、
一
時
期
経
営
者
の
バ
イ
ブ
ル
と
も
称
さ
れ

た
句
で
あ
る
が
、
あ
る
僧
侶
の
話
だ
が
、
阪
神
淡
路
大

震
災
時
の
被
災
さ
れ
た
人
々
は
、
自
分
の
身
に
起
こ
っ

た
不
幸
を
他
の
者
の
せ
い
に
し
た
と
い
う
。
し
か
し
中

越
地
震
時
の
人
々
は
、
そ
れ
を
受
け
入
れ
た
と
い
う
。

こ
の
違
い
に
は
都
会
と
田
舎
の
違
い
が
大
き
く
、
都
会

に
は
便
利
な
も
の
が
有
り
触
れ
て
い
る
。
そ
の
便
利
と

い
う
壁
が
人
と
人
と
の
間
に
入
り
、
す
ぐ
隣
の
人
で
さ

え
、
見
え
な
く
さ
せ
て
い
た
。
こ
れ
が
地
震
と
い
う
天

災
で
壊
さ
れ
た
と
き
、
便
利
に
頼
っ
て
き
た
人
間
は
、

怒
り
を
露
わ
に
す
る
。
一
方
田
舎
で
は
、
そ
の
便
利
が

比
較
す
る
と
少
な
い
の
は
確
か
で
あ
る
。
だ
か
ら
人
と

人
が
助
け
合
っ
て
生
き
て
い
る
と
い
う
。 

田
舎
の
人
々
と
家
康
の
遺
訓
が「
人
の
生
き
方
」、「
人

と
人
と
の
絆
の
保
ち
方
」
の
助
け
に
な
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。（
Ｏ
） 
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◎
冥
加
金 

 

・
日 

帰 

り 

一
、
五
〇
〇
円 

 

・
一
泊
二
日  

二
、
五
〇
〇
円 

◎
食
事
代
（
昼
・
夕
食
は
業
者
発
注
の
た
め
） 

 

・
朝 

食 

代 
 

 

五
〇
〇
円 

 

・
昼 

食 

代 

一
、
〇
〇
〇
円
程
度 

 

・
夕 

食 

代 

一
、
三
〇
〇
円
程
度 


